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小檜山政克教授の略歴と著作目録

略　　　　　歴

１９２６年３月２８日　　東凧で生まれる

１９４８年３月　　　　東尺商科大学予科修了

１９５１年３月　　　　同大学本科卒業

　　　　　　　　　この大学はその後一橋大学とな った 。

　　　　　　　　　予科では高島善哉教授の経済通論の講義を聴いた 。

　　　　　　　　　本科では大塚金之助教授のセミナール（杜会思想史）に入

　　　　　　　　　った 。

　　　　　　　　　学生時代にしたことは，Ｋ．マルクスの『資本論』３巻を

　　　　　　　　　原書で読んだこと ，それから予科および本科の学生自治会

　　　　　　　　　の責任者として学生運動に参加したことだけである 。

　　　　　　　　　終生深い影響を受げたのは，人間的には上原専禄，思想的

　　　　　　　　　には大塚金之助，その他に高島善哉，西沢富夫，松川七郎 ，

　　　　　　　　　金子幸彦の諸先生である 。

１９５２年９月一５３年５月　　世界経済研究所員

　　　　　　　　　 この研究所では，小椋広勝，岡倉古志郎，佐藤定幸氏ら諸

　　　　　　　　　先輩の指導を受けた 。

１９５６年９月一６３年１０月　　 モスクワ国際関係大学助教授

１９５７年６月一５９年６月　　 ソ連邦科学アカテミー世界経済国際関係研究所員

　　　　　　　　　 この研究所では，Ｙ．ベウズネル氏の指導を受げた 。

１９６３年１２月　　　　モスクワ大学経済学部大学院に入学

　　　　　　　　　ここでは，政治経済学講座に属し，講座主任のソァコロフ

　　　　　　　　　教授，副主任の ：■ユクレートフ 助教授（当時）の指導を受

　　　　　　　　　けた。なお論文指導教授は当時世界経済国際関係研究所副

　　　　　　　　　　　　　　　　（１２４６）
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　　　　　　　　　所長でモスクワ大学教授を兼ねていたＳ．メニシ コフ 教授 。

１９６７年６月　　　　同大学院修了

１９６７年１２月　　　　モスクワ大学経済学部教授会の学位論文審査に合格して経

　　　　　　　　　済学博士候補の学位取得

　　　　　　　　　学位論文のテーマは『第二次世界大戦後の資本主義の経済

　　　　　　　　　恐慌の特殊性』（この原文は ロシア語で書かれたものであ

　　　　　　　　　るが，のちに日本語に翻訳して『戦後経済恐慌の性格』と

　　　　　　　　　して岩波書店から出版した）。

１９７０年４月一７１年３月　　法政大学経済学部講師（非常勤）

１９７０年４月一７１年３月　　本州大学講師（非常勤）

１９７１年４月　　　　立命館大学経済学部助教授

１９７２年４月　　　　同大学経済学部教授

１９７４年４月一７５年３月　　愛媛大学法文学部講師（非常勤）

１９７９年４月一８１年３月　　立命館大学大学協議員

１９８１年１０月一８３年３月　　立命館大学経済学部長兼経済学研究科長

１９８５年４月一９月　　立命館大学国際学術交流委員長

１９８８年４月一８月　　英国および東欧諸国 ・ソ 連に留学，各国の研究者と交流

１９９１年３月　　　　立命館大学を定年退職

　　　　所属の学会は，経済理論学会（１９８０年９月一８３年３月　学会幹事）
，

　　　　杜会主義経済学会，経済学史学会，経済学教育学会

　　　　　　　　　　　　　　研　究　業　績

〔著　　　　　書〕

　『戦後経済恐慌の性格』　　　　　　　　　　　　　　　岩波書店，１９７０年

　『杜会主義経済論』　　　　　　　　　　　　　　　　　　同文館，１９７５年

　『価値法則と独占価格』　　　　　　　　　　　　　　　　　新評論，１９８４年

　『現代の経済原論』（田中宏道，山本幹夫，佐 々木秀太 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　竹味能成の諸氏と共著），新評論，１９８６年

　　　　　　　　　　　　　　　　（１２４７）
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〔論　　　　　文〕

「相克する計画経済と利潤方式」　　　　　『東洋経済』 ，１９６９年９月６日号

　「杜会主義の現段階」越村信三郎，石原忠男，古沢友吉編著『現代資本主義

　　の構造分析』 ，同文館，１９７２年の第４編

「ソ 連経済改革と “商品 ・貨幣関係 ”」

　　　　　　　一橋大学経済研究所『経済研究』 ，第２４巻第１号，１９７３年１月

「恐慌論の学ぴ方」　　　　　　　　　　　　　　　　『経済』 ，１９７６年５月号

　「景気循環の変容としてのスタクフレー！ヨン」　　　丁経済』 ，１９７８年１月号

「労働価値論と需要供給の問題」

　　　　　　　　　　　　　　『立命館経済学』 ，第２７巻第４号，昭和５３年１０月

　「平均利潤率と需要供給の関係について」

　　　　　　　　　　　『立命館経済学』 ，第２８巻第３ ・４ ・５号，昭和５４年１２月

「二つの独占理論，　　白杉庄一郎氏とルタコワ女史　　」

　　　　　　　　　　　　『立命館経済学』 ，第３０巻第３ ・４ ・号，昭和５６年１２月

　「マルクスにおける “所有”概念の展開」

　　　　　　　　　　中央大学『商学論纂』第２８巻第５ ・６号，昭和６２年３月

　「現代の産業構成と労働価値論」

　　　　　　　　　　　　　　　『立命館経済学』 ，第３８巻第３号，１９８９年８月

　「サ ーヒス労働 ・商業労働の価値形成性，　　　『資本論』の批判的分析　　」

　　　　　　　　　　　　　　　『立命館経済学』 ，第３９巻第２号，１９９０年６月

〔海外学界動向紹介〕

　「最近のソ 連の恐慌研究」　　　　　　『土地制度史学』 ，第４５号，１９６９年１０月

　「最近のソ 連学界における “経済的杜会構成体”の研究」

　　　　　　　　　　　　『立命館経済学』 ，第２５巻第２ ・３号，昭和５１年８月

〔学　界　報　告〕

　「独占と恐慌 ，
“現実の恐慌”への接近方法について　　」（経済理論学

　　　　　　（１２４８）
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　会第２３回大会共通論題ての報告，１９７５年１０月 ，一一経済理論学会編『現代

　資本主義と恐慌』〔経済理論学会年報，第１３集，１９７６年，青木書店〕に収

　録）

「マルクスにおける “所有
’’

概念の展開」（中央大学『商学論纂』第２８巻第

　５ ・６号，昭和６２年３月 ，に発表した小檜山の論文）についての「大野節

　夫氏の コメソトにたいするリプライ」 ，（マルクス ・エソゲルス 研究老の会

　研究例会ての報告，１９８９年１１月 ，　　　『マルクス ・工■ゲルス　マルクス

　主義研究』 ，第１０号，１９９０年６月に収録）

「杜会主義思想の命運」（立命館大学退任記念講義，１９９０年１２月 ，　　『立命

　館経済学』 ，第３９巻第６号，１９９１年２月に収録）

〔書　　　　　評〕

古川哲著『危機における資本主義の構造と産業循環』（有斐閣）の書評（『エ

　　コノミスト』 ，１９７０年３月３日号）

　井村喜代子著『恐慌 ・産業循環の理論』（有斐閣）の書評（『朝日ジャーナ

　　ル』 ，１９７３年６月２９日号）

　『大塚金之助著作集，第３巻，“世界恐慌”』の「解説」（１９８１年１月 ，岩波書

　　店）

　白杉庄一郎著 ・一井昭編『価格の理論 ・景気循環論』（中央大学出版部）の

　　書評（『経済』 ，１９９０年４月号）

〔そ　の　他〕

　「恐慌は今もあるのか，　　その周期と新しい現象」（聞日新聞』 ，昭和４６年

　　３月１７日夕刊，文化欄）

　「戦後経済恐慌研究についてのひとつのアプ ローチ」（ダイヤモンド杜『エグ

　　ゼクテイブ』 ，Ｎｏ． ７９．１９７１年３月号）

　「マルクス 経済学の基本的性格」（立命館大学経済学部『経済学学習のてぴ

　　き』 ，１９８２年４月）

　　　　　　　　　　　　　　　　（１２４９）
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文献解題「マルクス『資本論』」（立命館大学経済学部『経済学学習のてぴ

　き』 ，１９８２年４月）

「ロノトン雑感」（立命館大学経済学部『イーコノ』 ，１８号 ，１９８８年１２月１５日）

「欧州マルク ：■ストとの対話」（『大塚会会報』 ，Ｎｏ１３．１９８８　１２）

「現実をリアルに把握できる経済理論を！」（現代経済学研究会の紹介，『立

　命館学園広報 “ＵＮＩＴＡＳ ”』 ，第２１９号，１９９０年５月）

（１２５０）




